
女性活躍推進のための異業種交流会企画・運営業務 

企画提案に係る質問と回答 

 

〇質問と回答（令和 7 年 7 月 11 日時点） 

番号 質問 回答 

１ 県が千葉県男女共同参画推進

連携会議の加入団体宛てに広

報するのか。また、実務レベル

の現場リーダーをターゲット

とするとのことだが、各団体

からの参加者は、各団体の自

主性に委ねるのか。 

県が広報（参加者募集）を行う。 

また、各団体からの参加者は自主性

に委ねるが、交流会参加後は、後日作

成する実施報告書等により、それぞ

れの組織にフィードバックしてもら

い、実践的な取組に繋がるようにし

ていきたいと考えている。 

２ 仕様書 P8 に「当日実施内容  

（案）」が記載されているが、

内容や時間配分について、

（案）とは違う自由な提案を

しても良いのか。 
 

P8 に記載の内容は、昨年度実施した

交流会をベースに作成したものであ

り、より効果的な手法や時間配分が

あれば新たな提案をして構わない。

（但し、事前講演と交流会は必須と

する。） 

３ 選考委員会は８月上旬とある

が具体的な日時はいつか。 

令和７年８月８日（金）午後から県庁

内で実施する予定である。 

具体的な集合時間等の詳細は、別途

企画提案者に通知する。 

４ 交流会の参加人数は最大３０

名、グループは最大６グルー

プ、ファシリテーターは最大

６名になるのか。 

また、各グループにおいて、交

流会の流れ、内容は同一にす

るのか。 

 

仕様書 P1 の４（６）に記載のとおり、

１回の開催につき、参加人数は最大

３０名で、各グループ５名程度の編

成を想定しているため、最大６グル

ープ、ファシリテーターは最大６人

を予定している。なお、ファシリテー

ターは、２回の開催において、同一人

でも支障はない。 

また、交流会における各グループで

の進行等は同一とし、十分な意見交

換ができるなど、参加者同士の交流

促進のため工夫した内容とするこ

と。 



５ 仕様書の P4 ９その他（２）

委託料に「事業実績等によっ

て減額精算することがある」

とあるが、減額の対象となる

のは、どのようなケースか。 

例えば、参加人数が当初の想定より

も少なくなり、ファシリテーターの

人数が減った場合、会場や付帯設備

使用料が当初の想定より安価となっ

た場合等が考えられる。 

６ 仕様書 P1  4 の（１）に望ま

しいテーマが記載されている

が、このテーマを掲げた背景

や根拠は何か。 

また、それに伴う調査データ

等があれば示してほしい。 

千葉県男女共同参画推進連携会議の

加入団体に事前に行ったアンケート

結果で、仕様書記載のテーマを希望

する回答が多かったこと等が挙げら

れる。 

なお、仕様書記載のテーマで実施す

ることが望ましいが、交流会の目的

を達成するために、より効果的な 

テーマがあれば提案は可能である。 

７ 仕様書 P3  4 の（３）に記載

されているアンケート調査

は、セミナーの満足度を定量

的・定性的に測るものか。 

アンケートでは、参加者の属性のほ

か、参加理由、交流会等の満足度、次

回の交流会テーマの希望や交流会全

体の感想等を聴取する。 

なお、アンケートの作成は県で行う。 

８ 選考委員会におけるプレゼン

テーション時に、パワーポイ

ントの資料をパソコンで投影

することは可能か。 

その場合、応募書類提出時に

パワーポイントでの提出が望

ましいか。 

会場には、モニターが設置されてお

り、投影は可能である。ただし、パソ

コン等は提案者が準備すること。 

また、応募書類は必ずしもパワーポ

イントである必要はないが、プレゼ

ンテーション時に使用できる資料

は、応募期限までに提出した資料の

みとする。 

 


